
平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

平成22年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日) 

修正の理由 
1. 第2四半期連結累計期間の連結業績予想 
 当第2四半期累計期間における連結業績予想は、下記「２．第2四半期累計期間の個別業績予想」に記載いたしましたと
おり順調に進捗しておりますが、連結対象子会社で売上高・利益ともに若干計画に及ばなかったことで、前回発表予想に
比べ売上高は18百万円減少の5,914百万円、営業利益は108百万円増加の65百万円、経常利益は97百万円増加の68百
万円、四半期純利益は44百万円増加の20百万円となる見込みであります。 
 
2. 第2四半期累計期間の個別業績予想 
 当第2四半期累計期間における個別業績予想は、前回発表予想に比べ売上高は197百万円増加の5,097百万円と見込ま
れます。これは「建設用資機材の製造販売事業」の「環境・防災分野」で『アンカー』および『落橋防止装置』の販売が好調で
あったことによります。好調の要因としては、北海道地区での引張型アンカーの拡販と民間需要の大型物件の受注による
法面アンカーの好調にあります。また、『落橋防止装置』は、国土交通省の重点施策である橋梁の耐震補強事業が堅調に
推移したことに支えられたことによるものであります。 
 利益面では、比較的利益率の高い工場製品の拡販に支えられ、利益が伸張いたしました。これにより、営業利益は147百
万円増加の80百万円、経常利益は138百万円増加の71百万円、四半期純利益は75百万円増加の35百万円を見込んでお
ります。 
 
3. 平成22年3月期通期（連結）の業績予想 
 平成22年3月期通期（連結）の業績予想につきましては、下期での市場動向およびその業績に与える影響が依然として不
透明なことから、現時点では修正を行っておりません。現在精査中であり、確定次第速やかに発表いたします。 
 なお、本日発表の「株式会社キョウエイの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ」に記載しましたとおり、これに係る
今後の業績に与える影響につきましては、軽微であると判断しておりますが、上記と同様に現在精査中であり、確定次第
速やかに発表いたします。 
 
（注）上記業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後
様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月11日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,933 △43 △28 △23 △3.09
今回発表予想(B) 5,914 65 68 20 2.67
増減額(B-A) △18 108 97 44
増減率(%) △0.3 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期） 4,886 △102 △70 △7 △0.98

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,900 △67 △67 △40 △5.21
今回発表予想(B) 5,097 80 71 35 4.67
増減額(B-A) 197 147 138 75
増減率(%) 4.0 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

4,878 △62 △53 △36 △4.79


